
　

自
由
、
民
主
主
義
、
法
の
支
配
、
人
権
と
い
っ
た

基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
国
々
の
結
束
が
高
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
価
値
観
を
共
有
し
、
志
を
同
じ

く
す
る
国
（々like-m

inded countries

）か
ら
な

る
国
際
機
関
の
１
つ
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
多
国
間

の
協
力
を
も
推
進
し
て
き
た
の
が
、
経
済
協
力
開
発

機
構（
以
下
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）で
あ
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
１
９
６
１
年
に
欧
米
20
カ
国
で
結

成
さ
れ
て
以
降
、
現
在
は
先
進
38
カ
国
が
加
盟
し
て

い
る
。
各
国
の
課
題
や
経
験
の
共
有
、
客
観
的
な
デ

ー
タ
の
提
供
、
縦
割
り
を
排
除
し
た
分
野
横
断
的
な

検
討
な
ど
を
通
じ
て
「
先
進
国
標
準
」
を
形
成
し
て

き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
公
式
諮
問
機
関
と
し
て

１
９
６
２
年
に
設
立
さ
れ
たBusiness at O

ECD

（
以
下
、Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ（
注
））は
、文
献
や
統
計
数
字
か
ら
だ
け

で
は
把
握
で
き
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
や
先
端
的
な

情
報
を
企
業
の
生
の
声
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
届
け
る

こ
と
に
よ
り
、
現
実
の
問
題
解
決
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

そ
の
よ
う
な
60
年
に
及
ぶ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
の
戦
略
的

な
協
力
関
係
や
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
立
案
へ
の
貢
献

を
記
念
す
る
特
別
イ
ベ
ン
ト（
以
下
、60
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
）が
、２
０
２
２
年
10
月
4
日
、パ
リ
の
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
現
在
、
そ
し
て
将
来

　

60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
・
非
加
盟
国
経
済
団
体
、
国
際
業
界
団
体
、
加
盟

国
企
業
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
事
務
総
長
な
ら
び
に
加
盟
各
国
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
大
使
、

政
府
関
係
者
な
ど
総
勢
２
０
０
人
が
参
加
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
途
絶
え
て
い
た
対
面
で
の
交
流
の
再
開
を
果

た
す
と
と
も
に
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
リ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
会
長
、

マ
テ
ィ
ア
ス
・
コ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長
、
ハ

ン
ニ
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ウ
ム
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
事
務
局
長
が
挨

拶
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
の
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
、
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
が
過
去
に
生
み

出
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
推
進
し
続
け
る
計
り
知
れ

な
い
価
値
を
強
調
し
た
。
コ
ー
マ
ン
事
務
総
長
は
、

「
自
由
民
主
主
義
が
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、

民
間
の
声
が
重
要
」
と
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
と
っ
て
の

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
存
在
意
義
に
言
及
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
パ
ネ
ル
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、「
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
現
在
」
に
関
す
る
パ

ネ
ル
で
は
、
過
去
60
年
間
に
お
け
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
の

協
力
関
係
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
発
出
し
た
主
要
文
書
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
与
え
て
き
た
影
響
を
振
り
返
っ
た
。

今
後
も
影
響
を
与
え
続
け
る
に
は
、
国
連
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ

に
は
見
ら
れ
な
い
組
織
と
し
て
の
柔
軟
性
を
維
持
す

る
こ
と
や
、
分
野
横
断
的
な
課
題
に
対
す
る
分
野
横

断
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
「
現
在
と
将
来
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル
で
は
、
分
野

横
断
的
な
課
題
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
取
り
組

み
、
人
材
育
成
の
た
め
の
教
育
へ
の
投
資
、
幸
福
度

（w
ell-being

）の
向
上
等
が
議
論
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
在
進
行
中
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
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年
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Ｃ
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携
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が
、
そ
こ
で
共
有
さ
れ
て
い
る
価
値
観
や
設
定
さ
れ

る
様
々
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
ア
ジ
ア
各
国
に
と
っ

て
も
有
用
で
あ
る
。
日
本
は
、
こ
れ
ら
の
有
用
性
や

必
要
性
を
ア
ジ
ア
各
国
と
共
有
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
と
ア
ジ
ア
と
の
橋
渡
し
を
官
民
双
方
で
継
続
的
に

進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

第
４
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、w

ell-being

を
測
定
す

る
た
め
の
“Better Life Index

”を
開
発
す
る
な
ど
、

よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
の
よ
り
良
い
政
策
の
研

究
・
提
言
を
主
導
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
、
今
日
の
自
然
資
本
の
保
護
や
人
的
資
本
へ
の

投
資
と
い
っ
た
新
た
な
動
き
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
醸
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
今
後

は
、
個
々
人
のw

ell-being

に
留
ま
ら
ず
、
地
球
環

境
や
将
来
世
代
へ
の
影
響
も
踏
ま
え
た
人
類
・
地
球

規
模
のw

ell-being

へ
と
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
一
国
や
特
定
業
界
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
“No w

ell-
being, no sustainable grow

th

”で
あ
り
、
逆
も

ま
た
然
り
で
あ
る
。

　

今
般
の
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

と
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
と
の
緊
密
な
官
民
連
携
が
も
た
ら
す
価

値
と
意
義
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
今
後
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
は
先
進
国
標
準
を
形
成
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
セ

ッ
タ
ー
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
経
済
界
と
し
て
は
、
経
団
連
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諮
問

委
員
会（BIA

C Japan

）お
よ
び
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
を
通
じ

て
、
基
本
的
な
価
値
観
を
共
有
す
る
各
国
経
済
団
体

と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
積
極
的

に
意
見
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
注
）�Ｂ
７
共
同
提
言
：https://w

w
w

.keidanren.or.jp/policy/2021/ 
045.htm

l

　
参
照

Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
提
言
に
焦
点
を
当
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
急
速
に
広
が
っ
た
テ

レ
ワ
ー
ク
や
デ
ジ
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
巡
る
課
題

等
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

最
後
に
「
官
民
連
携
が
果
た
す
役
割
」
に
関
す
る

パ
ネ
ル
で
は
、
持
続
可
能
性
と
経
済
成
長
、
国
際
貿

易
と
国
家
主
権
、
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ

ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
を
、
競
合
す
る
目
標
・
価

値
と
捉
え
ず
に
、
多
国
間
で
官
民
が
協
力
・
連
携
し

て
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
意
義
が
確
認
さ
れ
た
。

ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た 

国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
へ

　

私
自
身
は
、「
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
現
在
」
の
パ

ネ
ル
に
お
い
て
、
我
が
国
経
済
界
の
Ｂ
Ｉ
Ａ
Ｃ
へ
の

こ
れ
ま
で
の
貢
献
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
以
下
の
点

を
指
摘
し
た
。

　

第
１
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
自
由
・
民
主
主
義
・
法

の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
観
に
基
づ
き
、
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
の
設
定
に
寄
与
し
て
き
た
。
国
際
秩
序
が

揺
ら
い
で
い
る
今
こ
そ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
普
遍
的
価

値
観
に
支
え
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
で
開
か

れ
た
国
際
秩
序
の
再
構
築
に
向
け
て
域
内
外
の
国
々

へ
の
影
響
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

第
２
に
、
米
中
対
立
や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
よ
っ
て
、
世
界
の
分
断
や
ブ
ロ
ッ
ク
化
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
、
自
由
な
貿
易
投
資
を
何
と
し
て

も
維
持
・
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
経
団
連
で
は
、
２

０
２
２
年
９
月
に
、
２
０
２
３
年
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト
に
向
け
て
、
一
定
の
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

を
約
束
す
る
全
て
の
国
の
参
加
を
認
め
る
「
自
由
貿

易
投
資
ク
ラ
ブ
」
を
提
言
し
た
。　

第
３
に
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
受
け
、権

威
主
義
国
と
民
主

主
義
国
の
対
立
が

深
ま
る
中
、
中
立

的
な
第
三
国
、例

え
ば
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
へ
の
戦
略
的
関

与
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
。
マ
ー
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
の
受

け
皿
か
ら
発
展
し

て
き
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

は
欧
米
色
が
強
い

マティアス・コーマンOECD事務総長
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